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琉球大学教育学部植物標本室 (URO)

立石庸一1・膏藤由紀子2

A note on the herbarium of the Faculty of Education， 
University of the Ryukyus， Okinawa (URO) 

Y oichi T A TEISHI 1 and Yukiko SAITO 2 

琉球大学教育学部標本室 (URO、以下このア

クロニムで示す)は、植物分類学・生態学研究と

小学校教員や中高理科教員に必要とされる植物多

様性に関する素養の育成のために理科教育教室に

設けられた植物標本室である。この標本室のキュ

レーションは、これまでこの任にあたってきた立

石の退職に伴い、後任の斉藤が引き継ぐこととなっ

た。この節目にこれまで行われた URO所蔵標本

に基づく研究の成果と標本室の現状について報告

したい。

UROは、米国統治下での大学創設から間もな

い1954年に理学部生物学教室内に設置された標本

室に端を発する。乙の標本室は、豆niversityof 

the Ryukyus， Okinawaの頭文字をとって、アク

ロニムを UROとされ、 lndexHerbariorum第

3版 (Lanjouwand Stafleu， 1956)に掲載され

た。しかしその直後、 UROは教育学部理科教育

教室内に移され、理学部生物学教室の側は RYU

とアクロニムが変更され、現在に至っている(日

本植物分類学会ハーバリウム委， 1997; Thiers， 

2014)。

教育学部への移設後から1991年3月までは新納

義馬教授が UROの管理にあたったが、教授自身

採集の標本のほとんどは理学部の標本室 (RYU)

に納められている。教授の定年退職後は、 1993年

4月から後任の立石が引き継ぎ、 2013年3月まで

キュレーションにあたり、その退職後は、 2013年

10月に後任として着任した斉藤が引く継ぐことと

なった。この問、理科教育担当であった新城和治

教授により尖閣諸島など琉球列島を中心に長年に

Eって収集された標本のほとんどが収蔵されるこ

とになった。さらにアジアのマメ科植物をはじめ

立石らが琉球およびアジア各地で行った調査によ

り集められた標本を加え、 20，000点の維管束植物

暗葉標本、 400点のコケ植物標本、 5，600点の海流

漂着体標本を擁する標本室に成長した。これらの

標本の中には、尖閣諸島のほか硫黄鳥島など近年

は現地調査の難しい島唄で収集された標本群や西

表島など八重山産の標本も含まれている(図1)。

また立石らによって記載された植物のタイプ標本

(type specimen)若干もある(付録 1)。さらに

立石および梶田忠氏、高山浩司氏らによる汎熱帯

海流散布植物の遺伝子交流に関する研究、津田み

どり氏等とのマメゾウムシとその宿主植物との関

係に関する研究、新2次代謝産物の探索研究など

のための研究材料植物の証拠標本 (voucherspeci-

men)も多数にのぼる。

上記の研究のほか、 URO所蔵標本は内外の研

究者の研究に利用され、その成果は以下の論文・
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報告等で発表され、 2014年 3月現在のその数79篇

におよぶ(付録 2)。しかし、上述したようなア

クロニムの変更が lndexHerbariorul11第 7版に

向けた追加記事の公表 CHoll11gren，1985) まで

正式に表明されなかったために、 Walker(1976) 

の Floraof Okinawaなど理学部 (RYU)標本

が UROと誤って引用されている著書や論文も散

見される(他にも、 山崎，1993 ; Kral11ina and 

Sokoloff， 2004などがある)。 これらの文献にお

ける引用標本の再検討の際には注意を願いたい。

URO収蔵標本は、また、他物生態地理学、生

物学E、織物分類生態学実験、生物学実験Eなど

の講義、実験に適宜利用されてもきた。前義の教

材とするほか、大学構内はじめ沖縄烏および近隣

島II~ï!の実習地で得た植物の同定の際の比較対象と

しても用いた。また、学士課程および修士課程に

おける諜題研究でも研究課題によってはかなりの

頻度で利用されている。 一方、綬業や課題研究の

過程で採集され同定された標本も一部選抜されて

UROに納められている。
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図 1. URO 所蔵の尖閣諸島産標本

魚釣島に固有のセンカクツツジ Rhododendron

eriocarpum (Hayata) Nakai var. tawadae 
Ohwi (Shinjo s目礼， 16・20Apr. 1975). 

学生らによって採集されたものも含め、収蔵標

本は不|ごとに分けられ、学生にも利用しやすいよ

うシダ他物、裸子植物、被子植物単子葉煩、被子

植物双子薬類ごとに科の学名のアルフ ァベットjllj)j

に配列されている。これらは縦24C1ll、横37C1ll、奥

行48cIlIのフーリキ製の楳本経iに納められ、スチール

のア ングルに並べられている(図 2)。 この様本

箱は Leiclenのオラ ンダ国立標本館、国内では理

学部 (RYU)や鹿児島大学博物館 (KAG)で採

用されているものである。これらを面積22.5ぱの

実験室 l室を標本室として収納しているが、この

スペースでは 2万点の収納が精いっぱいで、これ

以上の傑本収容は難しい。さらに、これらの標本

を使って研究するためのスペースや傑本の整理の

ためのスペースも十分ではない。また、 illi熱帯気

候にあって虫害のリスクに常に晒されていながら

標本室は密閉性が低く、燥蒸等による殺虫は不可

能で、収納前の冷凍処理のみでは|幼虫は不完全と

言わさ、る を得ない。これらが UROの直面してい

る重要な諜題である。

図2.URO標本室内の標本箱の配架状況

このように問題は山積しているが、教育上ある

いは研究のため、この様本室は一定程度の役割を

果たせるような質と量を擁するまでになった。こ

のような標本室への成長は、旧スタ ッフの新納義

馬および新城和治の問先生はもとより、横田昌嗣、

富永篤、邑田仁、梶匠|忠、高山浩司、津田みどり、

黒沢高秀の方々の並々ならぬご支援の賜物にほか

ならない。また、 111城孝、松村俊一、来問和菜、

大嶺徹、脇田悟寿、天野正晴、佐藤寛之、回場美
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沙基、渡口善明、椋尾結香、外間千鶴、山田規公、

宮城直樹の各氏には標本の収集・整理に特にご尽

力いただいた。さらに、諸喜田亮、小川浩、高田

愛、仲本優子、瀬戸川裕作、町田純、宮城直介、

荒木聖一郎、玉城和歌子、伊藤卓哉、管洋、園田

篤子、大城由紀子、宮城将吾、角松美由起、安倍

紀子、上原紀奈、椎野佳祐、翁長貴博、平塚洋二

郎、市川裕子、島田真衣子、堀田美帆、宮城愛、

外間喜伸、上田紗耶歌、知花佳世子、高田圭、高

木彩花、村上優子、恩納唯、金井雅学、譜久山可

奈の歴代の研究室卒論生にも標本収集及び整理を

助けていただいた。深くお礼申し上げたい。そし

て、収集した標本は安田栄子、江尻夫人、宇久綾

香、矢野晴美の皆さんに整理・貼付していただい

た。これらの方々のお力なくしては UROの充実

はあり得なかった。深くお礼申し上げます。今後

も、本標本室 UROの維持・発展のために一層の

ご支援をお願いするとともに、活発な利用もお願

いしたい。なお、今後の URO標本の利用にあたっ

ては、斉藤あてご連絡をお願いしたい。
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付録 1.UROに収蔵されているタイプ標本

Leguminosae 

Desmodium laxiflorum DC. subsp. parvifolium 

Ohashi & T.T.Chen in J. Jpn. Bot. 58 : 268 

(1983) . 

Taiwan. Pingtung Co.， Mutan， alt. 350-400m， 

26 Oct. 1982， fl.， Ohashi， Tateishi， Murata， 

Endo， Nemoto & Ueno 13486 (URO-Isotype)， 

Holotype in TUS. 

Glycine dolichocarpa Tateishi & Ohashi 

in Sci. Rep. Tohoku Univ.， Ser. 4 (Biol.) 40 (1) : 

23 (1991). 

Taiwan. Taitung Co. : Tongho， seaside， trailing 

on sunny ground or twing on grasses at 

roadside， 5 Nov. 1988， fl. & fr.， Tateishi， 

N emoto & Hoshi 25349 (URO-Isotype) ， 

Holotype in TUS. 

Vigna nepalensis Tateishi & Maxted 

in Kew Bulletin 57 : 628 (2002). 

Nepal. Arun Valley， Num-Phedi， alt. 1380 m， 

twining on Eupαtorium bush by rice-field on 

slope， 9 Oct. 1981， fl. & fr.， Tateishi 7963 

(URO・Isotype).Holotype in TUS. 

Euphorbiaceae 

Phyllanthus oligospermus Hayata subsp. 

donanensis T.Kurosawa 

in Acta Phytotax. Geobot. 52 : 15 (2001). 

Ryukyus. Okinawa Pref.， Yonaguni 1.， 

northern foot of Mt. Kubura， alt. 50-100 m， 

on margin of evergreen forest， T.Kurosawa 

20036 (URO-Isotype). Holotype in T1. 
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付録2.URO所蔵標本に基づく研究業績

1.新納義馬・新城和治， 1959.伊平屋、伊是名

諸島の植物.琉球大学文理学部紀要(理学篇)， 

(3) : 81-105. 

2. 新納義馬・玉城松栄・新城和治・宮城康一，

1971.尖閣列島の植物.尖閣列島学術調査報

告，琉球大学尖閣列島学術調査団(編)，琉

球大学， p. 37・84，29 tables， 18 plates. 

3. 天野鉄夫・新城和治・島袋 噴， 1974.沖縄

県国頭村東海岸の植物(予報).沖縄自然研

究会，沖縄海岸固定公園拡張候補地学術調査

報告国頭村東海岸・伊江島・慶良間列島，

沖縄県， p.1・16.

4.新納義馬・新城和治・日越国昭， 1975. r塩
川」周辺の植生.沖縄県天然記念物調査シリー

ズ第2集，塩川動態調査報告予報 1，沖縄県

教育委員会， p. 27-73. 

5. 新納義馬・新城和治・宮城康一， 1976.普久

川・安波川流域の植物.沖縄県企画調整部企

画調整室(編)，安波・普久川地域自然環境

調査報告書，沖縄総合事務局北部ダム事務所，

p.1-126. 

6. 新納義馬・新城和治・宮城康一・宮城朝章・

佐久本敵・島袋 噴・日越国昭， 1976.慶佐

次湾のヒルギ林緊急調査報告.沖縄県天然記

念物調査シリーズ第7集，慶佐次湾のヒルギ

林実態調査報告，沖縄県教育委員会， 1 : 1-

60. 

7. 新城和治・宮城康一・日越国昭， 1977.屋嘉

比島の植物相.沖縄県天然記念物調査シリー

ズ第11集ケラマジカ実態調査報告書m，沖

縄県教育庁文化課(編)，沖縄県教育庁文化課，

那覇， p. 92-104. 

8.新城和治・宮城康一， 1977.久場島の植物相.

沖縄県天然記念物調査シリーズ第11集ケラ

マジカ実態調査報告書m，沖縄県教育庁文化

課(編)，沖縄県教育庁文化課，那覇， p. 119-

131. 

9. Shinjo， K.， 1977. Flora of Hatoma Island， 

the Yaeyama Islands. Ecological Studies 

of Nature Conservation of Ryukyu 

Islands III， Ikehara， K. (ed.) ， University 

of the Ryukyus， Naha， p. 29-40. 

10. 新納義馬・新城和治， 1980.植物調査.尖閣

諸島調査報告書(学術調査編)植物調査，沖

縄開発庁， p. 155・244.

11.新城和治・宮城康一・新島義龍・宮城朝章・

島袋 瞬・日越国昭・天願敏男・新納義馬，

1985.西表島南海岸並びに海崖の植生.沖縄

県天然記念物調査シリーズ24集，西表島天然

記念物緊急調査報告 11，沖縄県教育委員会

(編)，沖縄県教育委員会， p. 47-71，12 photo. 

12. 新納義馬・新城和治・宮城康一・日越国昭，

1985.沖縄県指定天然記念物「万座毛石灰岩植

物群落」調査報告，恩納村教育委員会， 64pp. 

13. 日越国昭・新城和治・新納義馬・宮城康一・

新島義龍・島袋 噴・宮城朝章・真志喜丈

子， 1988. r安波のタナガーグムイの植物群

落」の植生.沖縄県天然記念物調査シリーズ

第30集，国頭郡天然記念物緊急調査m，沖縄

県教育委員会， p.1・24.

14. 島袋噴・新島義龍・新城和治・宮城康一・

宮城朝章・真志喜丈子・日越国昭・天願敏

男・新納義馬， 1988.田港御願の植物群落.

沖縄県天然記念物調査シリーズ第30集，国

頭郡天然記念物緊急調査m，沖縄県教育委員

会， p. 25・58.

15.宮城朝章・真志喜丈子・新島義龍・島袋噴・

新城和治・日越国昭・宮城康一・新納義馬，

1988.大宜味御獄のビロウ林.沖縄県天然記

念物調査シリーズ第30集，国頭郡天然記念

物緊急調査m，沖縄県教育委員会， p. 96-116. 

16.新城和治・宮城康一， 1988.沖縄島国頭地域

の植物相.沖縄県天然記念物調査シリーズ第

30集，国頭郡天然記念物緊急調査m，沖縄県

教育委員会， p. 117-193. 

17.新納義馬・新城和治， 1989.与那国島の植生

と植物相.ヨナグニサンを守る会、ヨナグニ

サン保護増殖検証事業報告書，ヨナグニサン

を守る会， p. 57-154. 

18. 宮城康一・新城和治・横田昌嗣・新納義馬，

1989.沖縄島北部比地川流域の現存植生と植

物相.南西諸島における野生生物の穏の保存

に不可欠な諸条件に関する研究，環境庁自然

保護局， p. 45開 84.
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19. 島袋敬一・新城和治・横田昌嗣， 1990.西表

島崎山半島(船浮)の植物相.南西諸島にお

ける野生生物の種の保存に不可欠な諸条件

に関する研究，環境庁自然保護局， p. 37・80.

20. 立石庸一・新城和治， 1994.ミヤコジマツル

マメの現況調査と収集.農林水産省ジーンバ

ンク事業の希少生物等の遺伝資源調査収集

委託事業成果報告書.農林水産技術情報協会，

東京， II : 1 -25. 

21.初島住彦， 1994.渡名喜烏の植物.鹿児島植

物同好会会誌， 13 : 21-41. 

22.新城和治・新納義馬・新島義龍・宮城朝章・

島袋晴・大嶺徹・日越国昭・佐久本敵，

1995.大宜味村の植物相.大宜味村文化財調

査報告書第4集，大宜味村の自然，大宜味

村動植物調査報告書，大宜味村教育委員会，

p. 197・252.

23.立石庸一， 1995.琉球マメ科植物相の再検討一

まずはボウコツルマメ・ミヤコジマツルマ

メ群から一.植物分類地理， 46 (2) : 216-218. 

24. Tateishi， Y.， 1996. Systematics of the 

species of Vigna subgenus Ceratotropis. 

Mungbean germplasm : Collection， Evaluation 

and Utilization for Breeding Program. P. 

Srinives， C. Kitbamroong and S. Miyazaki 
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